
第30回企画展 

「最上地域の縄文時代」 
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第１章 縄文時代早期・前期の最上 

            

最上地域にある早期と前期の遺跡である滝ノ沢山遺跡、福田山 A 遺跡、仁間

磯ノ沢遺跡、上竹野遺跡、太郎水野１遺跡、水上遺跡の土器片 91 点と外久保

遺跡の石器 7 点を展示しています。 



第２章 縄文時代中期の最上

 

 



 

 



 

最上地域の中期の遺跡である西ノ前遺跡、水木田遺跡、中川原 C 遺跡の中期

前葉の土器、同じく西ノ前遺跡、水木田遺跡、中川原 C 遺跡、かっぱ遺跡遺跡

の中期中葉の土器、小反遺跡、釜淵 C 遺跡、中台４遺跡の中期後葉の土器を

合わせて 68 点展示しています。                     



第３章 縄文時代後期の最上

 

 

最上地域の後期の遺跡である立泉川遺跡、水上遺跡、釜淵Ｃ遺跡の後期初頭

の土器、津谷遺跡、水上遺跡、釜淵Ｃ遺跡、かっぱ遺跡の後期前葉の土器、か

っぱ遺跡の後期中葉の土器、上竹野遺跡の後期後葉の土器を合わせて 37 点

展示しています。 



第４章 縄文時代晩期の最上 

 

 



 

 



 

 

最上地域の晩期の遺跡である釜淵Ｃ遺跡の晩期前葉から後葉の土器、上竹野

遺跡の晩期後葉の土器を 48 点展示しています。 



第５章 石器の変遷

 

最上地域の中期前葉の水木田遺跡、中期後葉の小反遺跡、後期前葉から中葉

のかっぱ遺跡、晩期の釜淵 C 遺跡の石器を合わせて 253 点を展示していま

す。 



第 6 章 緑色石英の流通と埋納された磨製石斧 

 

緑色石英製の玉造遺跡と考えられる材木遺跡の土器と宮城県大崎市の根岸、

北小松遺跡、北村山地域の宮の前遺跡、作野遺跡、イカゴの上遺跡から出土・

採取された緑色石英製の勾玉・小玉、最上町の狐穴口遺跡から採集された剥

片、それから、材木遺跡から出土・採集された緑色石英製の玉や未製品、剥片

などと、埋納されたと考えられる柳原遺跡で採集された大型の磨製石斧や羽場

遺跡の石斧など 87 点を展示しています。 

 


